








とが2つの指標間の相関が低い理由だと考えられるため、 1人世帯での結果が食事多様性指標の妥当性を

示していると言える。 こうしたことから、 本研究の結果は、 種の多様性指標である Shannon 指数は食の多

様性を評価する場合にも使用可能であることを示唆する。

本研究の限界として、 次の2点を挙げる。 まずlつ目は食品によって単価が異なることによる影響であ

る。 主成分分析の場合は変数のバラツキのみを見ているため単価の影響はないが、 多様性得点の場合は食

費をそのまま利用するため、 ある食品に対する費用がその食品の摂取量を表している訳ではないという意

味で単価の影響を受けてしまう。 そのため、 より厳密に食の多様性を測りたい場合には食品の単価を考慮

に入れる必要がある。2つ目は多様性得点、が食の良し悪しを評価するわけではない点である。 特に今回提

案した指標の場合、 どの食品群にも均等にお金を使っていると得点が高くなるが、 このことが良いかどう

かはまた別の問題である。 例えば、 健康問題と関連付ける場合には理想的な食事バランスで重み付けを行

うなどの調整をすることで、 良し悪しの議論に落とし込めるのではないかと考える。

全国消費実態調査は5年間隔で行われているものであるため、 時系列的な解析をするのに適していると

言える。 また、 全国消費実態調査のデー タには食費に関する細かい情報が含まれているが、 そのデー タを

利用した研究はほとんどない。 今回提案した多様性得点の主な特徴は、 主成分得点とは違い集団に対して

独立であること、 食事に関する詳細な情報を反映した指標であることの2点である。 そのため、 年次比較

や地域差の検討など集団間での比較が、食事に関して可能となる。つまり、この食事多様性指標の提案は、

全国消費実態調査のデー タと食事の研究を結び付け、 さらには健康や疾病に関するアウトカムとの関連を

見ることによって、 疫学研究への応用も可能とする。 また、 ファストフー ドやコンビニ食などが今後さら

に便利になっていくことによって食生活の多様化が進み、 何をどのように食べるかの選択肢が増えると、

噌好の偏りを招く可能性があるため、 食の多様性は減少していくと考えられる。 したがって、 今回提案し

た指標によるこうした傾向の把握は重要である。

本研究では、 食事多様性指標の妥当性の検証までを行ったが、 経済格差を食生活の面から測る指標の開

発が最終的な目標であるため、 経済格差との関連を見ることは必須である。 そのためには、 単価の影響を

考慮に入れた解析をすべきであるため、 それは今後の課題としたい。 こうした課題はあるものの、 本研究

の成果は食生活から経済格差を測るための第一歩となるであろう。
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付録 規定課題用SASプログラム

1)年齢階層別・世帯区分別クロス表

＊ フォ ー マットの作成；
proc format; 

value household 1 ＝”勤労者” 2＝
”勤労者以外 ” 3＝

＂ 無職”；
value age 5 ＝ 吃4歳以下 ” 6 ＝ ”25～ 29歳” 7 ＝

“ 30～34歳目 8 ＝
”35～ 39議 l’ 9 ＝

”40 ～ 44歳” 10 ＝ ”45 
～ 49歳 l’ 11 ＝

”50～ 54歳” 12＝ ”55～59歳” 13 ＝ ”60～ 64歳” 14 ＝ ”65～69議 ” 15 ＝”70～ 74歳”

16 ＝
”75緩以上 “ ；

value family 1＝“ 単身世帯” 2＝“ 夫婦のみ ” 3＝
＂ 二世代” 4＝＂二世代（ひとり親） ” 5＝

＂ 三世代” 6＝
” その他 日 7＝

’ 合計

value sex 1＝
”男 ” 2＝

”女 ”；
value koku「ui 1＝

”米 ” 2＝
”パン “ 3＝

＂ めん類 ” 4＝
” その他 ”；

「un;

＊集計用乗率なしのクロス集計表；
proc tabulate data=micro.Zensho2004gijimic「o;

class x02/orde「＝unfo「matted;class x09/order=unfo「matted;
format x09 age. x02 household. ;keylabel N= " E

’ SUM＝＂合計”；
table x09＝” ” all＝＂ 合計 凶 ，（x02＝

“ 世帯区分＂ all＝
”合計“ ） ＊（f=comma7.)

/mis st ext＝
”0” box＝

＂ 世帯主の年齢 ” row=float;
「un;

＊集計用乗率ありのクロス集計表；
proc tabulate data=mic「o.Zensho2004gijimic「o;

class x02/order=formatted;class x09／口「de「＝unformatted;
fo『·mat x09 age. x02 household. ; va「／WEIGHT=weight;
keylabel N＝

” ” SUM＝” ” ；table x09＝” ”＊WEIGHT＝目 ＂ all＝”合計”＊WEIGHT＝
” ” ，x02＝ ” 世帯区分” all＝”合計

” ／misstext＝”0” box＝
目 世帯主の年齢 凶 row=float;

run; 
data micro.Zensho2004gijimicro; 

set micro.Zensho2004gijimicro; 
weight2=weight/318.8730695; 

「un;

＊集計用乗率を使った10万世帯比のクロス集計表；
P「oc tabulate data＝『『1ic「o.Zensho2004gijimicro;

class x02/o「der=unfo「matted;class x09／口「de「＝unfo「matted;
fo「mat x09 age. x02 household.;var/WEIGHT=weight2; 
keylabel N＝” ” SUM＝＂ ”； 
table x09＝” 目 安WEIGHT2=" " all＝”合計＂＊WEIGHT2＝” ～

(x02＝”世帯区分” all＝
＂ 合計”） ＊（f=comma7.)/misstext= "O” box＝

”世管主の年齢 “ row=float;
run; 

2）世帯分類別・世帯区分別 世帯主の性別3重クロス表

＊集計用乗率なしのクロス集計表；
proc tabulate data=mic「o.Zensho2004gijimicro;

class x02/order=formatted;class x08/o「der=unfo「matted;class x11/orde「＝formatted;
format x02 household. xoa sex. x11 family. ;keylabel N＝

” ” SUM＝” ＂； 
table x11 ＝” " all＝

目 合計
/misstext＝”0” b口x＝”世帯分類 目 row=float;

run; 

＊集計用乗率を使った10万世帯比のクロス集計表；
proc tabulate data=micro.Zensho2004gij 1『nicro;

class x02/o「der=unformatted;class x08/o「de「＝unfo「matted;class x11/order=unfo「matted;
format x02 household. xoa sex. x11 family.;var/WEIGHT=weight2; 
keylabel N＝” ＂  SUM＝＂ 目；
table x11＝” ”＊WEIGHT2＝” ” all＝”合計”＊WEIGHT2＝

” ” ，
(x02＝

” ＂＊ （x08＝
” ” all＝＂計”） all＝”合計つ ＊（f=comma7.) ／冊isstext="O" box＝”世帯分類 ”

row=float; 
run; 
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3）パン支出金額についての各種の統計グラフ

勺tン支出金額の常用対数変換；
data micro. Zensho2004gi_j imicro; 

set micro.Zensho2004gijimic「Oj
ly044=log10(y044+1); 

「un;
proc tabulate data＝『『1ic「o.Zensho2004gijimic「Oj

va「 y044 ly044;weight weight2; 
table max＝

” 最大値 ” q3＝
” 第3四分位数 回 median＝

＂ 中央値 ” q1＝ ” 第1四分位数 ”

(min＝
＂ 量小値 “ い（f=comma7.) mean＝

＂ 平均値 ” （sum岬gt＝
” 件数 ” い（f=comma7.),

(y044＝
＂ パンの支出金額（円）勺 ＊ （f=comma7.) (ly044＝

” 1を加えた金額の常用対数 日 ｝ぺf=comma7.3)
/box＝

＂ 統計量 ” format_p「ecedence=row;
「un;

＊ 籍ひげ図とヒストグラムの作成；
P「oc sgplot data=r『1icro.Zensho2004gij imicro; 

vbox y044; 
label y044＝

＂ パン支出金額 四 ；
「un;
proc gchart data=mic「o.Zensho2004gijimicro;

vbar ly044/ space=O midpoints=O to 5 by 0.25; 
label ly044＝りtン支出金額の常用対数変換値 ” ；

run; 
quit; 

4）世帯区分別および世帯分類別の穀類の支出金額についての構成比

＊構成比の計算；
data micro.pe「cent;

set micro.Zensho2004gijimicro; 
py043=y043/y042*100; 
py044=y044/y042*100; 
py045=y045/y042*100; 
py046=y046/y042*100; 
sum=py043+py044+py045+py046; 

run; 

合表の作成；
proc tabulate data=micro.percent; 

class x02/order=unformatted; 
class x11/o「der=unfo「matted;
var py043 py044 py045 py046 sum/weight=weight2; 
fo「mat x02 household. x11 family.; 
keylabel N＝ “ ” SUM＝

＂ 件数 ” ；
table all＝ 掴 世帯区分 ” 吋02＝

” ” all＝
” 世帯分類 ” 句11＝

” ” all＝
” 全体 目 ，（all= " "*weight2= " 

")*(f=comma7.) 
(all＝

” 槍成比｛屯｝ ” ＊ （py043＝
＂ 米 ” py044＝

” パン ” py045＝
” めん類 ” py046＝

＂ 他の殺類 ” ） ＊mean＝
阻 u

sum＝
＂ 全体｛町 田＊mean＝

” ” ｝台（f=5.1)/misstext= "O 四 box＝
＂ 項目名 E’ ；

「un;

台デーヲセットの変換；
data micro.trans; 
set table; 
if X11＝

’ ．・ then delete; 
drop _TYPE_--weight2_Sum sum_Mean X02; 
「etain a O; 
a=a+1; 

run; 
proc transpose data=mic「o.t「ans out=micro.bar; 
var py043_Mean--py046_Mean; 
by x11; 
run; 

541 



data micro.bar2; 
set mic「o.ba「；

if _name＿＝ ・ py043_Mean' then kokurui=1; 
if _name＿＝ ’ py044_Mean ’ then koku「ui=2;
if _name＿＝ ’ py045_Mean ’ then koku「ui=3;
if _name＿＝ ’ py046_Mean' then koku「ui=4;

「un;

＊帯グラフの作成；
proc sgplot data=micro.ba「2;

vba「 x11／「esponse=col1 group=kokurui g「oupdisplay=stack;
label x11＝ ’ 世帯区分 『 kokurui＝ ’ 穀類品目 l co11＝ ’ 檎成比［叫 ’ ；
format kokurui kokurui.; 

「un;

5）世帯分類別のロ ー レンツ曲線およびジニ係数

合ロ ー レンツ；

亀macro data(var); 
proc f「eq data=micro.Zensho2004gijimicr‘o; 
whe「e x11=&va「；
tables y001/missing; 
weight weight2; 
ods output onewayfreqs=micro.table;run; 
data mic「a.table;
set micro.table; 
all_Nenkan_Syuunyuu=Y001*frequency; 
num=1; 
run; 
P「oc means data=mic「a.table sum; 
ods output summary=mic「o.table2;
var all_Nenkan_Syuunyuu；「un;

data mic「o.table2;
set mic「o.table2;
num=1; 
「un;
data mic「o.table3;
merge mic「o.table(in=a) mic「o.table2;
by num; 
if a; 
sum－＋

・all_Nenka『1_Syuunyuu;
menseki=(((sum+Lag(sum))/all_Nenkan_Syuunyuu_sum） 合 （Cumpercent-Lag(Cumpe「cent))/100) /2; 
aaa=sum/all_Nenkan_Syuunyuu_sum; 
cumpercent2=cumpe「cent/100;
label aaa＝ ＂ 年間収入の累積相対度数 日

cumpercent2＝ ＂ 累積相対度数 “ ；
run; 

P「oc means data＝『『1ic「o.table3 sum; 
var『nenseki;
ods output summary=micro.table4_&va「；run;

data micro.table4_&var; 
set 『『1icr『o.table4_&var;
jini=(0.5・menseki_sum） 合2;
x11=&var; 
「un;
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data micro.tables; 
function＝

“ 町1ove” ；
xsys＝

” 1” ；ysys＝
” 1 ” ； 

x=O;y=O; 
output; 
function＝

” draw” ； 
xsys＝

” 1 ” ；ysys＝
” 1" j 

colo「＝
” 「ed";

x=100; 
y=100; 
output； 「un;
eds listing; 
eds 「esults;
title ” 年間収入のロ ー レンツ曲線｛二世代（ひとり親）） ” ；
P「oc gplot data=micro.table3; 
plot aaa*Cumpe「cent2/
vref=0.1,0.2,0.3,0.4,0.5,0.6,0.7,0.7,0.8,0.9,1.0 
h「ef=0.1,0.2,0.3,0.4,0.5,0.6,0.7,0.7,0.8,0.9,1.0 anno=micro.table5; 
run; 
quit; 
run; 
%mend; 
もdata(1) %data(2) %data(3）屯data(4 ） 屯data(5 ） 屯data(6）屯data(all)
title; 

＊ジニ係数の出力；
data micro.total; 
set micro. table4 1 mic「o.table4 2 mic「o.table4 3 

mic「o.table4_4 micro.table4_5 mic「o.table4_6 micro.table4_all; 
jini2=round(jini,0.01); 
d「op i i『1i menseki_Sum all; 
if x11＝

’ ．’ then x11=7; 
label jini2＝

’ ジニ係数 ’

x11＝
’ 世帯分媛 ’ ；

「I』n;
proc print noobs label; 
format x11 family. ; 
run; 

1）年齢階層別・世帯区分別クロス表

世苦区分 合計

付録規定課題図表

世帯区分
世事主＠年齢

勤労者勤労者以外豊富聡
世省主＠年齢

勤労者勤労者以外築麗

24謡副読下 765 18 15 798 却益以下 1,729 10 21 

25·『’29禽 2,289 157 66 2,512 25～29轟 4,314 151 57 

加司’34歳 4,223 511 107 4,841 30～'34歳 6,441 480 日7

35·司'39歳 5,217 72日 193 6,13日 35'""'39薩 7,420 824 153 

40-44歳 5,492 1,076 205 自，773 40-44歳 7β11 1,145 247 

45～·49議 5,702 1,305 277 7,284 45～49議 7,739 1,479 244 

国～54歳 6,194 1,797 392 8,3自：3 5かv日義 8,072 2,085 508 

店内'59歳 5,682 2,221 自己14 8,527 55～59議 7,697 2,725 893 

60---64禽 3,237 2,226 2,534 7,997 60司’喧4重量 4,208 2,785 4,160 

65司’69歳 1,343 1,743 3,590 6,676 65へ’69禽 1,487 2,213 6,374 

70-74：議 469 1,197 3,214 4β80 70吋'74縫 459 1,652 6,124 

75.盆以上 166 940 3,216 4,322 7硲量以上 207 1,325 6,873 

合計 40,779 13,919 14,433 69,131 合計 57,3自由 16,874 25,741 
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1,760 

4,522 

7,008 

8,396 

9ρ04 

9,462 

10,665 

11,315 

11,153 

10,074 

8,235 

8,406 

100,000 



4--0)）世帯区分別及び世帯瀕別の穀類支出
金額に占める構成比の平均値

世帯主の性別

官酎

2）世帯分類別・世帯区分別
3重クロス表

そ＠也三置健＝想問 ＝官制：J..’
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